
平成 2９年度未来図会議年間テーマ 

「はまって、かだって」に始まるノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり 

～障がいや個性などを意識することのない、誰もが暮らしやすいまち～ 

 

平成２９年度 第６回（東日本大震災後 第８２回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 

平成29年 11 月 9日(木) 18:30～20:30 

                         陸前高田市役所4号棟第 6会議室 

次  第 

◆テーマ 

「 医療現場から見た陸前高田の健康課題 」 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 陸前高田市 民生部長兼保健課長 菅野利尚 

 

３ 内 容 

（１）未来図会議が目指してきたこと 

陸前高田市被災地絆（きずな・ほだし）づくりアドバイザー 岩室紳也 

 

（２）医療現場からの声 

      

 

 

４ その他連絡・アナウンス  

    

５ 閉 会 

 

 

 

【事務局：陸前高田市民生部】 

 ※次回（第 83 回）：平成 29 年 12 月 15 日（金）13：30～15：30   

  ◆１２月メインテーマ： 健やかな地域で育つ、健やかな子ども ～子育ては、つながりづくり～ 

◆会場：陸前高田市役所 ４号棟３階第６会議室 



 

平成２９年度の陸前高田市保健医療福祉未来図会議の予定 

     

○日程 

 H30 年： 1月 19日（金） 13：30～15：30 未定 

      2 月 16 日（金） 13：30～15：30 （仮）地域支え合い協議体について 

      3 月 23 日（金） 13：30～15：30 （仮）はまかだスポットマップについて 

 

 

 

○未来図会議の趣旨 

  住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人の健康で文化的な生活及びノーマライ

ゼーションという言葉のいらないまちづくりの実現を目指し、震災からの復興に向けた地域に

とってよりよい体制づくりに寄与し続けられるよう、保健医療福祉分野の視点から中・長期的

な展望を議論する。 

 

○大きな方向性 

・ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの推進 

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進 

・ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合・実践 

・市民・他分野機関、他地域との協働、未来図（計画）策定 

・居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議メーリングリスト 

◆こちらまでお知らせください。 

   http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c 

 

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c
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未来図会議の目指してきたこと

住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人の

健康で文化的な生活の実現を目指し、震災のからの復興

に向けた地域にとってよりよい体制づくりに寄与し続けられ

るよう、保健医療福祉分野の視点から中・長期的な展望を

議論する。

健康日本21（第2次）概念図

①地域のつながりの強化

ソーシャルキャピタルの向上

絆（ほだし）
お互い様

絆（きずな）
ネットワーク

はどう読みますか絆

（手かせ足かせ束縛迷惑）（つながり むすびつき）
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お互い様

絆（きずな）
ネットワーク （手かせ足かせ束縛迷惑）（つながり むすびつき）

信頼

ソーシャル・キャピタル（絆（きずな＋ほだし）がある居場所）の三要素

お互い様の
ネットワーク

だから生まれる

絆（ほだし：手かせ、足かせ、束縛、迷惑）絆（きずな：つながり、むすびつき）

ネットワーク
規範（互酬性）

お互い様
つながっているから

ソーシャル・キャピタル（絆（きずな＋ほだし）がある居場所）の効用

自覚的健康度

自殺率

ソーシャル・キャピタル（絆〔きずな＋ほだし〕がある居場所）

健康面の効用
行政効率

まちおこし

防災対策

治安・防犯

子育て

教 育

就 労

経済成長

技術革新

健康以外の効用

平成26年度厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「地域保健対策におけるソーシャルキャピタルの活用のあり方に関する研究」

http://www.jpha.or.jp/sub/menu04_10.html

総死亡率

健康行動

喫煙率

運動習慣

↑

↓

↓
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↓

雑談自体も緩和ケア

⇒人は話すことによって癒される
カール・ロジャース

岩手県立大船渡病院緩和医療科
http://oofunato-hp.com/kanwacare.php

村上雅彦先生提供



自立は、依存先を増やすこと

希望は、絶望を分かち合うこと

熊谷晋一郎

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと

居場所、絆（きずな＋ほだし）、関係性が不可欠

希望は、絶望を分かち合うこと

陸前高田市健康づくり推進計画
【概要版】

はまって かだって つながって
～みんなで輝く陸前高田～
健康りくぜんたかた２１プラン（第２次）

みんなの子ども計画
食育推進基本計画
2016年→2022年

陸前高田市健康文化都市宣言 平成13年9月9日
私たち陸前高田市民は、白砂青松の高田松原、霊峰氷上山、清

流気仙川をはじめ、緑あふれる豊かな自然を愛いとおしみながら、
心たおやかに暮らしてきました。

私たちは、先人によって培われた歴史と文化を継承し、海・山・
川に恵まれたこの自然の中で、これからも市民一人ひとりが主体
的に、健康で文化の薫る愛にあふれた美しいまちづくりに努めま
す。

私たちは、この自然環境を守り続け、すべての人が健康でうるお
いに満ちた癒されるまちづくりを目指すことを誓い、ここに「健康文
化都市」を宣言いたします。

陸前高田市健康づくり推進計画の目指す姿と基本的な方向

1. 理念的・概念的なもの
「はまってけらいん、かだってけらいん」

2. 目指す姿
「はまって かだって つながって～みんなで輝く陸前高田～」

3. 進むための視点・全体目標
① 誰もが、一生涯(ず～っと）、幸せと生きがいを感じられ

るまちづくり
② 世代間の「はまって、かだって」が進むまちづくり

4. 基本的な方向
① 社会参加で元気づくり
② お互い様で健康づくり
③ はまってけらいん かだってけらいん
④ 誰もが健康になるまちづくり
⑤ 子どもを産み育てやすい、子どもが元気なまちづくり
⑥ 住民と創る医療

陸前高田市 民生部 保健課
〒029-2292 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５

電話 ０１９２―５４―２１１１

陸前高田市健康づくり推進計画の概念図

「陸前高田市健康づくり推進計画」では、2つの全

体目標である「健康寿命の延伸」と「個別の疾病予
防」の達成のため、6つの「基本的な方向」を定め、
具体的な取組を進めます。

生活の質の向上 社会環境の質の向上

６
住民と創る医療

（主要な生活習慣病の発症予防と
重症化予防の徹底）

１
社会参加で元気づくり
（社会参加の機会の増加） ２

お互い様で健康づくり
（地域のつながりの強化）

（社会環境の改善）

３
はまってけらいん かだってけらいん

（東日本大震災津波後の健康づくり）
（生活習慣病の改善）

５
子どもを産み育てやすい
子どもが元気なまちづくり

（みんなの子ども計画）

４
誰もが健康になるまちづくり

（生活習慣病予防と重症化予防・休養・心の
健康・社会生活を営むために必要な機能の
維持及び向上・食育推進計画・成人の健

康・高齢者の健康）

脳卒中（脳血管
疾患）・心疾患

がん

慢性閉塞性
肺疾患

糖尿病

主要な生活習慣病の発症
予防と重症化予防の徹底

こころの
健康

次世代・
母子の健康

高齢者の
健康

社会生活機能の維持・向上

社会参加の機会の増加

地域のつながり
の強化

健康を支え、守るための
社会環境の整備

東
日
本
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り

栄養・
食生活

身体活動
・運動

休 養 飲 酒 喫 煙 口 腔

生活習慣及び社会環境の改善

目
標

はまって、かだって、つながって

～みんなで輝く陸前高田～の実現

誰もが幸せと生きがいを
日々感じながら、生まれ、育
ち、 暮らせるまちづくり

陸前高田市健康づくり推進計画
目標を実現するための
6つの「基本的な方向」

①訪問医療を推進します。
②住民で支える医療に取り組みます。
③生活習慣病の予防・重症化予防に取り組みます。
④命について考える機会を増やします。

障がい者の
健康

⑥

⑤

③

④

① ② ③

⑥ ③

⑤ ④ ⑤

陸前高田市震災復興計画

①住民の集まる場を増やします。
②地域の中で運動できる機会や 場所を増やします。
③地域の分煙を促進し、禁煙への取り組みを強化します
。
④移動手段の整備を進めます

①地域住民の集いの「場」をつくり、交流の促進をします
。
②はまってけらいん かだってけらいん運動を理解し、
参加したい「はまってけらいん かだってけらいん」
の情報を共有し、参加しやすい環境を整えます。

③高齢者や障がい者が「はまってけらいん
かだってけらいん」しやすいように、バリアフリー
のまちづくりを進めます。

④「はまってけらいん かだってけらいん」で
主観的健康感を高め、健康寿命を延ばします。

⑤メタボリックシンドロームや肥満への取組みを
行い、生活習慣病の発症を減らします。

⑥規則正しい生活をして、十分な睡眠・休養を取れるよう
にします。

⑦口腔の健康に留意し、８０２０
(８０歳になっても２０本の歯)を目指します。

①生活習慣病予防と重症化予防を推進します。
②日々の生活のなかで休養と心の健康の重要
性を理解します。

③ライフステージに合わせた食育を行い ます
。
④多様性を理解し、「ノーマライゼーション
という言葉のいらないまちづくり」
を推進します。

①地域活動を活発にします。
②趣味や運動のサークル・教室
で社会参加を促進します。

③引きこもり等により配慮が必要
な子どもや若者に、交流と
学習の機会を提供します。

①妊娠期支援の充実を図ります。
②関係機関の協働による健康教育の推進を図ります。
③子育て支援に係る関係機関連携による多面的支援を行
います。

④健康診査やサロン等の機会を利
用した保護者（養育者）への支援
をすすめます。

⑤相談・訪問支援体制の整備によ
る、子どもの健やかな育ちを支援
します。

ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり
アクションプラン

医師不足
医療ニーズ は いろんなところに
医療需要

依存者支援の基本

★失敗したことが正直に言える場所

★当事者、援助者同士の「つなぎ」の促進

★薬物使用発覚は治療を深める絶好の機会

★苦痛を緩和するための依存症

★依存者に見られる援助希求性の乏しさ

★援助者は当事者に学ぶ姿勢を
http://www.amazon.co.jp/dp/4772414746

（薬物を使ってしまった）

HIV診療チームによる薬物使用者支援、薬物依存症の
プライマリケア体制づくり（その１）

～個々の専門性と個性を活かしたチームの必要性～

岩室紳也１）、加瀬博貴２）、岩崎弥生２）、西村浩３）、

福島ゆきよ４）、中村繭子４）、川口明子５）、岩崎春菜６）

１）厚木市立病院泌尿器科、２）厚木市立病院薬剤科、
３）厚木市立病院精神科、 ４）厚木市立病院看護部、
５）厚木市立病院栄養科、 ６）神奈川県健康危機管理課



Home Nursing in 気仙 事務局
近藤優子 新沼育子 佐藤涼子

陸前高田の健康課題
～訪問看護の立場から～

訪問看護とは

看護師が自宅に訪問し
て、その方の病気や障害
に応じた看護を行うこと
です。

健康状態の悪化防止や、
回復に向けてお手伝いし
ます。

主治医の指示を受け、病
院と同じような医療処置も
行います。

自宅で最期を迎えたいと
いう希望に沿った看護も行
います。

日本訪問看護財団資料より

訪問看護の内容

健康状態の観察 病状悪化の防止・回復

療養生活の相談
とアドバイス

リハビリテーション

点滴・注射などの
医療処置

痛みの軽減や
服薬管理

緊急時の対応
主治医、ケアマネ
ジャー、薬剤師、
歯科医師との連携

日本訪問看護財団資料より 訪問看護の対象 日本訪問看護財団資料より

子供から高齢者、病状
や障害が軽くても重く
ても、医師の指示書が
あれば全ての人が受け
られます。

訪問看護ステーションの利用者の傷病別内訳

厚生労働省「平成25年介護サービス施設・事業所調査結果の概況より」

循環器系疾患

29%

神経系の疾患

16%

精神および

行動の障害

12%

筋骨格系及び結合

組織の疾患

9%

呼吸器系の疾患

5%

悪性新生物

9%

その他（栄養・

代謝損傷等）

20%

訪問看護ステーションが提供している看護内容
（複数回答）

厚生労働省「平成25年介護サービス施設・事業所調査結果の概況より」
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訪問看護の利用可能回数と時間
日本訪問看護財団資料より

介護保険介護保険

ケアプランに
沿って

訪問１回につき

２０分、３０分、
1時間、１時間半

医療保険医療保険

通常週３回まで

訪問１回につき

30分～１時間半

※病気や状態に応じて

毎日訪問も可能

どちらの場合も
医師の指示書が

必要です。

医療保険の適応疾病

要介護者・要支援者
であっても医療保険
で訪問看護が行われ
ます。

訪問看護に求められること
日本訪問看護財団資料より

・入院先病院等の看護師等
と連携し早期在宅移行を
促進

・地域の訪問看護体制の充実
・訪問看護ステーションの機

能強化
・他機関連携・他職種協働、

看護提供の場の拡大
など

出来ることから
はじめよう‼

気仙地区訪問看護ステーション
が参加する

Home Nursing
in 気仙

を２０１6年に発足

Home Nursing in  気仙

気仙地区訪問看護ステーション

【大船渡地区】
・医療法人勝久会 気仙訪問看護ステーション
・(株)ジャパンケアサービス ジャパンケア大船渡

【陸前高田地区】
・医療法人勝久会 松原訪問看護ステーション
・(株)ウェルファー あゆみ訪問看護ステーション陸前高田
・社会福祉法人恩賜財団 済生会高田診療所

Home Nursing in  気仙

・2016年8月から開催
・事例検討会や講師を招いた研修
・終了後食事会を通して情報交換

など行っている

・講師；フィリップス菊池さん
・事例紹介
・在宅で使用される人工呼吸

器の取り扱い方
・緊急時の対応

Home Nursing in  気仙

講師；大船渡病院救急看護
認定看護師 小野寺さん
～呼吸について～



今後の課題

・地域の方々に訪問看護を
知ってもらうこと

・訪問看護師としての知識を
深め質の高い看護を提供で
きること

・医療･保健･福祉･教育･看護
の連携を深めること

病気や障害があっても、
最期まで安心して暮らせるよう
にお手伝いします。

ご清聴ありがとうございました。



みんなで「はまかだ」①
①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと
テーマ︓医療現場から⾒た陸前⾼⽥の健康課題（H29.11/9）

意⾒交換
・震災後、医療が少ない中でどうやってかかればいいのか考えていた
・医療へのアクセス、薬局へのファーストアクセスの場にならないだろうか
・薬局は何するところなの︖

⇒ 夜中等でも、なんでも相談してもらえるところです
･･･最初の相談できる機能は弱くなっていないか
･･･普段、通っている薬局であれば℡もしやすくなるのではないか

⇒ ⾎糖測定などもできるようになっています
⇒ ⽴地上、震災後、病院前の⾨前薬局が多くなっている

･･･でも、地域に戻ろうとしているところもある
⇒ 気仙沼はイオンの中に薬局がある
⇒ 薬局に⾏くようになったのは、院外処⽅になってからではないか

･･･院外処⽅ないと⼊りにくいかも知れない
でも薬剤師さんに相談できてよかった、信頼できる、チェック機能ある

⇒ 市内に点在していたときは、⼊りやすかった
･･･あそこに⾏けば、こんな話ができる、のがよかったなぁ
･･･親しみやすさは震災前の⽅があった

・まちの保健室という形もある

みんなで「はまかだ」②
①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと
テーマ︓医療現場から⾒た陸前⾼⽥の健康課題（H29.11/9）

意⾒交換
・認知症や⾼齢者の⽅の薬の管理について

･･･薬局、薬剤師に助けてもらっている、訪問薬剤指導も対応してもらっている
･･･個別相談ができる薬局があってもいいのでは（カウンターだと話しにくい

・まちの科学者としての役割もあるのではないか
・⽣活を全部、サポートできる（信頼関係）、薬だけでなく⽀えられリュ

・訪問看護師さんから
･･･地域の⽅々に訪問看護を知ってもらうこと
･･･訪問看護師として、知識を深め、質の⾼い看護を提供できるように
･･･医療、保健、福祉、教育、看護の連携を深める

・病院からも訪問看護出てます（昨夏〜）
･･･退院後、1ヶ⽉くらい、医療保険を使いながら、訪問看護ステーションと連携している

・精神科の患者さんへの訪問
･･･薬、話を聞く ⇒ 住⺠さんが提供できる医療もあると思う

みんなで「はまかだ」③
①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと
テーマ︓医療現場から⾒た陸前⾼⽥の健康課題（H29.11/9）

意⾒交換
・気仙訪問看護ステーションを⽴ち上げた経緯
⇒ H4年に制度化、H５年に⽴ち上げたが、まだ知られていない現実もある
⇒ 訪問看護ステーションとしての報告書を主治医に⾒せることでまた次につながる
⇒ 訪問看護ステーションからのリハビリによる、成功体験があるとはげみになる

・知ってもらうには︖
⇒ 薬剤師、看護師のイメージ、専⾨職なのに⾝近すぎて、知らないのでは︖
⇒ ⾝近な専⾨家 ･･･専⾨家だけど⽣活を⽀えていきたい

・ホームナーシングin気仙
⇒ 気仙はコミュニティがしっかりしている

だから⼝コミが⼤きいのではないか、⼤事なのではないか
⇒ 今ある、資源を活⽤

･･･みんなが声をかけあい、これから伸びる分野ではないか

みんなで「はまかだ」④
①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと
テーマ︓医療現場から⾒た陸前⾼⽥の健康課題（H29.11/9）

意⾒交換
・在宅で看取りたい ⇒ 急変などの対応は︖ 主治医の先⽣の指⽰を受けながら対応

･･･在宅での看取りには同意が必要
･･･同意ないと診てみないとわからない、突発事は救急⾞が対応かも

・訪問医療、在宅医療はわかるか、訪問看護を初めて知った
⇒ ⼝コミ、はまかだ、が⼤事だね

・薬剤師さんに電話したら、来てくれた
⇒ 安⼼した、別報酬ではなく、わからなければ⾏くしかない

毎週１回、顔をあわせて⾏くだけで安⼼して、飲めるようになる

・薬局は郵便局単位が理想だが、厳しい
⇒ 管理者は薬剤師はその地域以外では動くことはできない

・訪問看護のことをどこでも聞いていいんだと思いました
・



みんなで「はまかだ」⑤
①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと
テーマ︓医療現場から⾒た陸前⾼⽥の健康課題（H29.11/9）

意⾒交換
・在宅で看取ることができる

⇒ 家族が覚悟すればできる、そのことがわかってよかった
・在宅介護、看護ができることを知らない

⇒ そのことをお知らせしていきたいと

・環境整備
⇒ 薬剤師さん、訪問看護師さん、住⺠さんがやっていける

・今も⼗分に⽀える医療をしているが、共有していきましょう

４ その他連絡・アナウンス
・１１／１５〜２９︓こころの健康づくり計画パブリックコメント
・１１／１１︓いい⻭の⽇のつどい
・１１／２３︓たかた★こどもフェス
・１１／２６︓くちビルディング選⼿権
・１２／３︓AIDS⽂化フォーラムin陸前⾼⽥

次回（平成２９年度第７回）未来図会議予定

◆日時

平成２９年１２月15日（金） 13：30～15：30

◆メインテーマ
健やかな地域で育つ、健やかな⼦ども
〜⼦育ては、つながりづくり〜

◆会場：陸前高田市役所４号棟３階第６会議室

平成２９年度の陸前高田市保健医療福祉
未来図会議（月１回）の予定

○日程

H30年： 1月19日（金） 13：30～15：30
2月16日（金） 13：30～15：30
3月23日（金） 13：30～15：30



陸前⾼⽥市保健医療福祉未来図会議
メーリングリスト

◆こちらまでお知らせください。
http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c













地域の未来を考えるためのNPOフォーラム

〜被災地の復興とその先を見据え、

今何をすべきかを考える。〜

復興とその先の未来を考えたとき、NPOが地域に果たす役割は何でしょうか。

このフォーラムでは三陸地域の未来をテーマに、自治体の枠にとらわれない多様なセクターの参加のもと、

協働による地域づくりとは何かを改めて学び、行政・NPO・企業など地域の未来を担う主体がつながる

ことでできる、地域の枠を超えた連携や協働による課題解決の仕組みづくりを考えます。

主催：特定非営利活動法人アットマークリアスNPOサポートセンター／大船渡市市民活動支援センター
特定非営利活動法人陸前高田まち づくり協働センター／特定非営利活動法人いわて連携復興センター

後援：釜石市、大船渡市、陸前高田市

●申込方法 裏面の参加申込書にご記入の上、最寄りの申込先へご連絡ください。

陸前高田市気仙町から（2017年10月11日撮影）大船渡市野々田災害公営住宅から（2017年10月15日撮影）釜石市浜町市営ビルから（2017年10月13日撮影）

釜 石 大船渡 陸前高田

この事業はタケダ薬品×日本NPOセンター協働事業「タケダ・いのちとくらし再生プログラム」の助成を受けて実施しています。

●日時・会場

2017年11月22日（水）13：00～17：30（開場12：30）

釜石市情報交流センター／釜石PIT（岩手県釜石市大町1丁目1番10）

キーノートスピーチのテーマごとに少人数に分かれ、三陸地域の課題の共有と10年後の地域の

あるべき姿、仕組みや事業のアイディアを考えます。

武隈 義一 氏 × 鹿野 順一 氏
（復興庁ボランティア・公益的民間連携班参事官） （特定非営利活動法人アットマークリアスNPOサポートセンター）

公益社団法人

中越防災安全推進機構

稲垣 文彦氏

テーマ

「 10年後の地域の担い手」

テーマ

「10年後の協働の姿」

テーマ

「10年後の人のくらし」

社会福祉法人

黒部市社会福祉協議会

小柴 徳明氏

特定非営利活動法人

ふくおかＮＰＯセンター

古賀 桃子氏

対談「復興のその先を見据えた地域について」１ １３:１０
〜１４:００

キーノートスピーチ２ １４:００
〜１４：４５

定員５０名

参加費無料

分科会３ １５:００
〜１７：００



参加申し込み

＊下記に必要事項をご記入のうえ、FAX、E-mailなどでお申し込みください。
＊お申し込みは最寄りの申込先へご連絡ください。（電話でのお申込も受け付けます。）
＊分科会はいずれか希望するものに〇をつけてください。（必須）

団体名・所属 参加者氏名 ご連絡先 参加する分科会

電話

E-メール

□「人のくらし」

□「地域の担い手」

□「協働の姿」

電話

E-メール

□「人のくらし」

□「地域の担い手」

□「協働の姿」

電話

E-メール

□「人のくらし」

□「地域の担い手」

□「協働の姿」

●申込み／お問合せ

釜石地域
FAX
E-mail
電話

0193-27-8121
info@rias-iwate.net
080-1668-9811（担当者直通携帯：横澤）

大船渡地域
FAX
E-mail
電話

0192-47-5702
shimin@ofunatocity.jp
0192-47-5702

陸前高田地域
FAX
E-mail
電話

0192-47-4778
rtkyodo@gmail.com
0192-47-4776（担当：三浦）

●キーノートスピーカーの紹介
キーノートスピーカーはそれぞれの分科会にもご参加いただきます。

●アクセス

釜石市情報交流センター

／釜石PIT

（岩手県釜石市大町1丁目1番10）

公益社団法人中越防災安全推進機構
業務執行理事

稲垣 文彦 氏

（いながき ふみひこ）

2016年3月、長岡技術科学大学大学院工学研究科博士後期課程修了、博士（工学）。2005年5月、

中越復興市民会議を創設。2009年4月〜㈳中越防災安全推進機構復興デザインセンター長。2012

年4月〜ながおか市民協働センター長（兼務）。2015年4月〜震災アーカイブス・メモリアルセン

ター長、柏崎市協働のまちづくり専門官（兼務）。2017年4月〜業務執行理事（現職）。主な著

書「震災復興が語る農山村再生 地域づくりの本質」（コモンズ、2014）。

社会福祉法人黒部市社会福祉協議会
総務課 経営戦略係長

小柴 徳明 氏

（こしば のりあき）

特定非営利活動法人 明日育（あすいく）理事、保健体育の講師を経て、社会福祉協議会に入社

。赤い羽根共同募金改革や広報改革プロジェクト、近隣社協との連携事業などを担当。現在は、

平成27年に新設した経営戦略係として法人の基盤強化、経営の中長期ビジョンの策定、シンクタ

ンク事業の立ち上げなどに取り組む。「育つことのすべて」取り組むNPO法人明日育も立上げ

、現在は理事を務める。好きな言葉は「やってみなけりゃ分からない」。

特定非営利活動法人福岡ＮＰＯセンター
代表

古賀 桃子 氏

（こが ももこ）

1975年福岡市生。学生時代に福岡市都心部のコミュニティ再生の活動に携わり、98年からは福岡

初のＮＰＯ支援組織の設立と同時にＮＰＯ支援へシフト。00年、九州大学大学院法学研究科修士

課程修了、同年事務局長就任。02年退職、現組織を設立。［草の根から、社会を描く。］を合言

葉に、ＮＰＯ等のマネジメント支援の他、企業や行政、公民館・児童館等の多様な主体間のマッ

チングや協働のノウハウ提供等、多角的なアプローチで民間非営利セクターの基盤整備を図る。

※いただいた個人情報は、本フォーラム開催以外の目的には使用しません。

mailto:info@rias-iwate.net
mailto:shimin@ofunatocity.jp
mailto:rtkyodo@gmail.com



